
インドの学会に参加して 

11 月 9 日－12 日にインドのバンガロールで開催された、アジアオセアニア臨床神経生理

学会に参加してきました。インドなので熱いと思って言ったのですが､標高が高いため、夕

方になると涼しい感じの場所でした。学会では、例によって毎日会議、講演があり観光は殆

どできませんでした。少しだけ、状況をお知らせします。 

 

 

 学会は大学の施設で行われ、予算を減らして学会を行うには最適なやり方というもので

した。大学の中にある施設で、階段教室と思われる講義室を使用して、学会のプログラムが

行われていました。学会が進行中に開かれた役員会議には、写真にしめしたように、いつも

の Executive committee のメンバーが集合しました。 

 



予防接種 

 今回の学会はいくつか通常の学会と違ったところがありました。まずはインドに行く前

の予防接種です。大学の感染予防の専門家に相談したところ、私の血液検査をしてくれて、

肝炎 A, B 破傷風、狂犬病、腸チフス、日本脳炎の予防注射を受けました。検査の結果では、

どれに対しても抗体がないようです。確かに、肝炎については以前にも予防注射を行ったの

ですが、3 年続けて抗体ができなかったことを思い出しました。免疫力が弱く、自分は抵抗

力が弱いことを認識しなおしました。一つの免疫獲得に注射が 2 回必要なものもあり、出

発までの一ヶ月の間に、3 回に分けて注射を受け、全部で 9 万円以上かかりました。医局の

ご意見番の偉い先生によれば、結局免疫がつかないので、9 万円損したようなものだと言わ

れました。その通りと思いますが、自分の心の安静のために必要だったとして、お許し下さ

い。現在帰りの飛行機の中ですが、何事もなく、予防接種の恩恵も受けずに、帰国できそう

です。 

 

車での移動は大変 運転はさすが 

 まずは到着して感激したのは、車の尋常でない混雑です。他のいくつかの国同様に噂には

きいていたのですが、目の前にして驚きでした。2，3 キロしか離れていないホテルと学会

場のトランスポートですが、早朝すいている時間帯だと 15 分で到着できるのですが、昼の

混雑時には 1 時間を超えるのです。時間の予測がつかず、会場で無駄に時間を過ごしたり、

司会が間に合わなかったりの連続でした。しかし、学会は滞りなく流れていきました。そこ

で、驚いたのは、ドライバーの運転テクニックです。信号があまりなく、個人の譲り合いで

交通が動いているのですが、譲り合いと言うより、自己主張の交換という感じです。車の頭

をなるべくつきだして相手に自分がいることを示し、出てくるなと言いながら運転が続い

て行きます。僕のような気弱な人間には運転できないと思うとともに、教習所でも教えられ

ないことだと思いました。人口密度の高さと信号の少なさがなせる技です。 

 

開会式で聖火   lamp Lighti ng 

 開会式では、壇上に並ばせられて、式が行われましたが、そこで特別だったのが lamp 

lighting ceremony です。オリンピックの聖火の点灯のように、ろうそくに火をつけました。

なんと、柿木先生と二人で一つの火を持って、ろうそくに点灯しました。ふたりで結婚式以

来の出来事だと感じていました。柿木先生が何回結婚式をしているのか知りませんが。 

 

 

 



 

 

3 時間半の時差で失敗 

日本との時差が 3 時間半というのに惑わされました。時計をいつも日本時間にしたまま

海外ですごすのですが、今回は困りました。いつもは半時間と言う時差がないので、困らな

いのですが、今回はこの判時間に色々惑わされました。 

到着翌日開会式がありました。そこで朝食を食べてから行くつもりで、ロビーを過ぎると、

executive committee のメンバーも日本の方も学会に行くと言うのです。まだ時間があると

思っていたら、柿木先生にあまり時間がないのでは言われました。逆方向に 30 分を勘違い

していたのです。そこで、朝食をせず慌てて部屋に戻り、着替えて学会場に駆けつけました。 

2 日目の夕食の待ち合わせでも、同じ失敗をして多くの方を待たせてしまいました。 

 最後の失敗は時差と関係ありません。最後に空港に向かうタクシーに乗るときのことで

す。タイのシニアの二人の方、ハレット先生、木村淳先生と私の 5 人が待ち合わせで、2 台

の車に乗ることになっていました。夜 9 時の待ち合わせで、ほぼ 9 時に行く様に準備をし

ていました。すると、部屋の電話がなりホテルの受付の人が、全員集まり待っていると予定

の 10 分前に教えてくれました。すぐ行くと行って、時間どおりにいったのですが、木村先

生に“みんな君をまっていたぞ”と注意を受けてしまいました。みんな時間より早く来たのだ

から良いのだけれどね、と言いつつ、タクシーが混むのでなるべく早く出た方がいいでしょ

うと言われました。待ち合わせには少し早めに来なさいとやさしくご指導を受けた気がし

ます。 

食事で失敗 

日本人はお腹が弱いので、インドでは気をつけてと聞いていたので、うがいもミネラルウ



ォーターでするという気の使いようですごしていました。そこで、大きな問題もなく 2 日

間を過ごした。ところが問題は 3 日目に起きました。ホテルにある spicy terrace と言うレ

ストランで、外人と食事をすることになりました。レストランの名前が示すように、インド

でも特別にスパイスの効いたおいしい食事を出す店です。確かにおいしいスパイスのきい

たオードブルを 6 品くらい食べました。食べている時はおいしいと思っていただけですが、

それらがすべて胃に入ってしばらくしてからです。いかにも胃粘膜がやられた感じがして、

気持ち悪くなってきました。そしてメインがくるころには、すっかり食べる気力がわかず、

おかずを食べずにパンだけ食べていました。そして、申し訳ないですが、食事の途中で部屋

に帰り、寝てしまいました。スパイスそのものに、日本人の胃は弱いようです。後で聞いた

のですが、こういうものを食べるときは、海外の方のひとりは、前もって胃薬を飲んでいる

と言うことです。まるで、お酒を飲む前に薬を飲む、どこかの日本人のようなものです。そ

の後はスパイスに注意しながら、食事をしていました。こんな時に、一番おいしかったのは、

朝食のビュッフェでした。生野菜、ヨーグルト、シリアルと言った、食べ慣れたものが安心

して食べられました。ただ、この胃の事件で終わったと思ったら、大間違いでした。スパイ

スが胃を犯したあと、何処に行くかを考えれば当然の結末です。食事など、ほぼ問題なく過

ごしていたのですが、3 日に目にことが起きました。スパイスが肛門を通り過ぎるときにヒ

リヒリするのですね。いかにも、粘膜がやられている感じがします。気をつけないといけま

せん。 

 

年に一回のフェスティバル 

 学会の最終日は講演と司会が午前にあり、午後は少しだけ時間があったので、チリのレナ

トと一緒に学会が用意してくれた車で市内観光に行きました。すると、ちょうどこの時が収

穫祭の最中と言うことで、一年の中で一番混んでいる一週間ということでした。ヒンズー教

の寺院を訪ねたのですが、いつも車が通る道に店を広げて、縁日状態でした。写真のように

道に人があふれてました。日本なら車は通行止めにするところですが、インドではここを車

が行くのでした。ここを運転する技術に感服です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

ヒンズー教の寺院での神様              宮殿 

 

 

 この雑踏の中を抜けて寺院に行くと、寺院だから靴を脱ぐということで、裸足になり見学

をしました。そして現れたのが、右上にある牛の神様です。牛が神であるヒンズー教では牛

肉を食べません。しかし、マクドナルドがあるのです。しかも人気商品がバーガーというの

ですね。驚くことはなく、チキンとマトンが肉としては食べられていて、これらのハンバー

ガーが売られていると言うことでした。そして、秘密のレストランがあり、ヒンズー教以外

の人は牛肉を食べていると言うことでした。 

 

ラウンジで混乱 

 インドでのごたごたも何とか解決して、帰りの飛行機もバンコクまで着いて、後は日本へ

の飛行機に乗れば ANA だから安心と思っていたバンコクの空港でのことです。バンコクに

到着して、トランジットで次の飛行機乗り場を探していたところ、自分が乗る便だけがゲー

トがきまっていなかったのです。名古屋行き、大阪行きなどは決まっているのに、羽田便だ

け未定でした。しかし、日本に行く飛行機がすべて C のゲートなので、C に近いラウンジ

で 1 時間くらい過ごし、落ち着いていたました。ちょっと不安になり受付に調べてもらっ

たところ、ゲート E と判明しました。ゲートは ABC がひとかたまりになり、DEF は別の

ひとかたまりで、出国審査の後ハレット先生と反対方向に行った、まさに反対方向のところ

でした。案の定、C から E へは空港内を歩いて 15 分かかると言うことでした。慌てて、歩

いて移動して、逆側のラウンジに入りました。行き着いた先で、今 ANA の機体の中ですが、

これから日本で福島に戻るまでに何事も起きないことを期待するばかりです。 

 


